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  At the last report on SH－582i） clinical experience with gestonorone caproate （SH－582）

was presented and proved that the weekly dosage of 400－v600 mg was the most effective one．

  In this report， the additional twenty cases of benign prostatic hypertrophy （BPH） were

treated during relatively long term． ln 35 cases of this and last reported cases， good re－

sported were found in 40％．

  On the second prostatic biopsy of a case （stage 1）， the evidence of adenocarcinoma was

detegted， and SH－582 was ineffective．

  1） Niijima T．， et al．： Acta Urol． Jap．， 16（9）：508， 1970．

は じ め に

 さきに，前立腺肥大症（BPH）の姑息的療法として

gestonorone caproate（SH－582）を投与した結果を

報告した1）．今回はさらに20例の各stageのBPH患

者に投与期間をやや長くしてSH・582を投与したの

で，その成績を追加し，最後に前回の報告例をまとめ

て検討してみた．

症例および投与方法

 SH・582投与症例はすべて当科外来および入院患者

である．BPH stage I 10例， stage II 4例および

stage III 6例の計20例である，年齢は53～79歳（平

均68，3歳），投与法は前回の報告Dにおいて，有効率の

高かった400～600mg／weekとし，これを2～3回

にわけて筋注した．ただし，症例20のみは連日投与症

例である．投与総量は3～18．39，投与期間は症例20

を除き，5～30．5週間である（Table 1）．

 なお，症例4は治療中の2回目の前立腺生検で

1atent carcinomaを発見した症例である．

        臨 床 効．果

 臨床効果をみる目的で，残尿量，尿線，排尿障害お

よび夜間尿について症例別にみたものがTable 2で

ある．まず残尿についてみると，stage Iで増加した

ものはなく，stage IIで50 m1以下に減少したもの

は4例中2例，stage’ IIIセ50 m1以下となったも

のは6例中3例となった．つぎに，尿線と排尿障害は

ほ濠同様の傾向を示したので同時に表示した．stage工

でほぼ正常となったと訴えたものは4例，ややよくな

ったというもの3例，stage IIではそれぞれ1例と

2例，stage IIIでは自尿可能となったものが4例で
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Table 1， SH－582投与症例および投与法

No． Patient Age BPH
唐狽≠№

Weekly
р盾唐

  Total
D dose

Duration of
狽??窒≠垂

1 1 Y． B． 1 71 1 1

2 1 K． ，B． 1 55 1 1

3 1 T． U． 1 74 1 1
4 1 H． D．“． L 57 ，1 1

51 N． M． 1 53 1 1
6 1 N． G． E 69 i 1

7 1 U． K． 1 70 1 1

8 ］ S． D． 1 59 1 1
9  6． N．  63    王

10 1 H一 R・ 1 62 ［ 1
11    1（．  H．     74       丑

12 ［ S． K． 1 54・1 l1

13］ S． M． 1 74 1 l1

14  Y． D．  77   皿

ls 1 O． ，M． 1 75 1 M

16  S． H．  78   皿

17． T．M．  79   皿
18  S． T．  78   皿正

19 1 N． J． 1 69 1， M
20 1 ’1． H．＃ ］ 74 i M

 mg400
400

400

400

600

600

600

一 600

600

600

600

600

600
臆鵬ゴ
600

600

600

600

600

一 600

2，100

 g4．0
4．0

6．0

． 7．0

6．0

6．0 ’

9．0

9．0

6．0

6．6

7．5

9．0

6．0

6．0

18．3

10．2

13暁5

6．0

3．0

3．0

 weeks
10．0

10．0

15．O

i7．5

10．0

10．0

15．0

15．0

10．0

11．0

12．5

15．0

10．0

10．0

30．5

17．0

’22．5

10．0

5．0

1．4

＊ Latent carcinoma． ＃ Daily injection case．

    Table 2． SH－582臨床成績

No． ［ Patient

Residuai urine
Force of Stream
 dysuria Nocturia

Before 1 After 1 Before
 ml j ml

After 1 Before 1 After

L Y． B． 3 3 升 十 3～4 2

2 K． B． O 0 十 十 O～1 0～1

3 T， U． 24 15 十 一 3～4 1～2

4 H． D． 0 0 荘 甘 2 1～2

5 N． M． 6 0 升 ｝ 3～5 2～3

6 N． G． 16 O 十 十 1 1

7 U． K． 28 6 十 十 5～6 4

8 S． D． 2 1 冊 一
2 2

9 0， N． 0 0 升 十 2～3 1～2

10 H． R． 0 O 十 一 1～2 1～2

1．1 K． H． 184 160 升 十 4～5 1～2

12 S． K． ノ78 45 十 十 3～4 1～2

13 S． M． 226 180 十ト 十 3～4 2～3

14 Y． D． 70 32 帯 一 5～6 2～3

五5 0． M． CO 490 CO 紐 CO 1Q〈

16 S． H． CO CO CO 「 CO CO CO
17 T． M． CO 44 CO 骨 CO 7～8

18 S． T． CO 14 CO 十 CO 3

19 N． J． CO CO CO CO CO CO
20 1． H． CO 22 CO 十 CO 6

帯Very Severe， 十Severe， 十Slightly severe， 一None， CO Co皿plete obstruction
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ある．これは留置カテーテルをおいた関係上直ちに

SH－582の効果とは判定しかねる点がある，夜間尿回

数は各stageとも著明な減少を示したものはなかっ

た．

 直腸診および尿道膀胱撮影による前立腺の大きさ，

硬度：をSH－582投与前後について比較したものがTable

3である．まず，直腸診では前立腺の大きさが明らか

に縮小したと思われるものは，stage Iで2例， stage

IIで2例， stage IIIで1例みられ，やや縮小した

と考えられるものはstage Iで3例， stage IIでは

なく，stage IIIで1例となった．硬度は明らかに減

じたと思われるものがstage lで1例， stage llで

Table 3． SH－582直腸診およびレ線検査成績

Digital examination
No．

@   1

Patie■t
Enlarge・ Consist－
@ment    ence

Urethro－
モ凾唐狽盾№窒≠

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

！3

14

15

工6

1フ

18

！9

20

．．B．1

K．B．

T．U．

H．D．

N．M．

N．G．

U．K．

S．D．

O．N．

H．R．

K．H．

S．K．

S．M．

Y．D．

O．M．

S．H．

T．M．

S．T．

NeJ；

1．H．

唱一

！十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

“

Worsened

十1皿proved，十Slightly improved，
一 Unchanged．
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はなく，stage IIIで1例，やや減じたと考えられる

ものはstage Iで4例， stage ll， stage lllともに

なしという結果を得た．しかし，直腸診は主観的資料

であり，この点薬効評価の上では十分考慮しておかね

ばならない．

 Urethrocystogramでfollow upしえた4例では

治療後明らかな改善がみられたものは症例17（stage

III）の1例のみであった．なお，．症例4のlatent

carcinomaの症例はむしろUCG上増悪がみられた．

 副作用は前回の報告と同様注射部位の疹痛は全例訴

えたが今回はimpotence， anorexiaなどを訴えたも

のはなかった．

 臨床効果をBPH stage別ならびに投与法肩にわ

け表示したものがTable 4である．ただし，症例4

のprostatic cancer，症例19，20の短期投与例を除外

し，残り17例についてみたものである，なお，効果判

定の規準は下記に従った．前回の報告と同様，残尿量

および自覚症状の両者とも改善したものを“有効

（improved）”どちらか一方が改善されるか，両三と

もやや改善されたものを“やや有効 （slightly im－

proved）”，ほとんどあるいは全く改善のみられなか

ったものを‘‘無効（unchanged）’tとした．ただし，

stage Iでは自覚症状によって上記3群にわけた．

 これらの結果はTable 4に示すとおりであるが，

stage別にわけると症例数も多くないので，前回の報

告例とあわせて表示検討したのがTable 5である．

 400～600mg／Wの投与でstage I 9例中4例
（44．4％），stage II 15例中6例（40％）に有効， stage

III 4例では2例（50％）に有効という結＝果であった．

やや有効例はstage I 3例 （33．3％）， stage II 7

例（46．7％），stage III O％という結果を得た．は

っきり効果があったものは28例中12例（42．9％），な

んらかの効果をみたものも含めると28例中22例（78．6

％）となった．200～300 mg／dayの投与ではstage

III 7例のうち，＝有効2例（28．6％）である．投与法

は400～600 mg／W群がよく，投与期間としては，自

Table 4． SH－582臨床効果

400N600 mg／W

600 mg／W

600 mg／W

Total

Stage

1

皿

皿

Case

9

4

4

17

Total
dose

    g
4．ON 9．0

6．ON 9．0

6．0一一18．3

Duration of
therapy

1OA－17．5

10－v15

10一一30．5

W

Improved
 （％）

4（44．4）

1（25．0）

2（50．0）

7（41．2）

Slightly
improved
 一（％）

1 unchanged

I （％）

3（33．3）

2（50．0）

o（o）

5（29．4）

2（23．3）

1（25．0）

2（50．0）

5（29．4）

No． 4 （prostatic cancer） and No． 19， 20 （short terrn treatment cases） were excluded，
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Table 5， SH－582臨床効果（前回報告例と併せて）

Stage 1

1

皿

皿

Total

Weekly
or daily

dose

  mg／W
400N600

400一一v600

600

   mg／D
200N300

Case

9

・15

4

7

35

Total
dose

4．0・一一9．0

g

2・8一一6・O

6．．OtN・18．3

3．0一一4．0

Duration
 of
Therapy

10．OA・17．5
W

6．4N15．0

1O．O・一30．5

10・一25

D

Improved
 （％）

 4
（44．4）

 6
（40．0）

 2
（50．0）

 2
（28．6）

 14
（40．0）

Slightly
improved
 （％）

 3
（33．3）

 7
（46．7）

o
（o）

o
（o）

 10
（28．6）

Unchanged
  （％）

 2 ・
（23．3）

 2
（13．3）

 2
（50．0）

 5
（71．4）

 11
（31．4）

覚症状の改善は比較的早期に現われるが，尿閉例では

自尿可能となるまである程度の治療期間が必要であ

った．

 全体として有効例は約40％に，やや有効もいれると

68．6％となる．すなわち，本剤はBPHのとくに初期

また，高齢者などで試みる価値があると思われるが，

しかしその効果は自覚症状および残尿量の比較的減少

を中心としたもので前立腺腺腫そのものの明らかな縮

小をもたらすことは期待できない．

 したがって手術適応例に本剤をはじめ，現在ある程

度の臨床効果を認められている前立腺肥大症用の薬剤

投与を続けて，手術時期を延引することのないよう注

意すべきである。

ま  と  め

 1）前回の報告に加えて，今回は前回よりBPHに

やや長期間SH－582を投与した症例20例の臨床効果を

検討した，

 2）前回の報告とあわせて35例の臨床効果は，有効

4e％，やや有効28．6％，無効31．4％となった．

 3）前立腺生検で1atent carcinomaをみいだした

1例ではSH－582に無効でむしろ増悪傾向がみられ
た．

 4）みるべき副作用はなかった．

本論文は1970年7月11日東京でおこなわれた第2回SH－

582シンポジウムにおいて発表した．
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